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※ 申し合わせ事項に留意する。

1

質 問 事 項

№ １

オーガニック（有機農産物）給食について

要

旨

オーガニック給食とは、有機農産物（化学肥料・農薬を原則使用しない）

や無添加食品を使用した学校給食です。基準は、農林水産省が定める「有機

JAS 認証」に基づくものです。

子どもたちの健康増進、環境保全、そして持続可能な農業振興の観点か

ら、学校給食における有機農産物の活用が全国的に注目されています。

そこで本市においてもオーガニック給食が提供されているのか以下につい

てお伺いします。

（１） 本市の学校給食におけるオーガニック（有機農産物）について

ア 本市の学校給食において使用している地場産物は

イ 本市の学校給食の愛知県産使用割合は

ウ 本市の学校給食のオーガニック（有機農産物）は

（２） オーガニック（有機農産物）を学校給食に使用することについて

※有機ＪＡＳ認証とは、農薬や化学肥料などの化学物質に頼らず生産された

有機食品であることを国が認める制度です。この認証を受けた食品には「有

機ＪＡＳマーク」が付けられ、「有機」や「オーガニック」と表示できま

す。
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※ 申し合わせ事項に留意する。

2

質 問 事 項

№ ２

歩行者・自転車・自動車の安全対策について

要

旨

本市において、高齢化の進展、通学児童・生徒の安全確保、自転車利用の

増加などにより、交通安全対策はこれまで以上に重要な課題であると考えま

す。全国でも高齢歩行者の死亡事故、自転車と歩行者の接触事故、そして高

齢ドライバーによる事故が社会問題にもなっています。事故がない、事故を

起こさないことを踏まえて以下についてお伺いします。

（１） 歩行者の安全対策について

ア 歩行者事故者数と特徴について

イ 通学路の安全対策（ゾーン 30、ゾーン 30 プラス、グリーンライ

ン）の整備状況と効果検証について

ウ 音響式信号機の設置や横断時間の延長ができないか

（２） 自転車の厳罰化と本市の安全対策について

ア 本市における自転車関連事故の現状と傾向について

イ 道路交通法改正を受けた本市の周知・啓発の取組について

ウ 生徒への自転車交通指導について

（３） 高齢ドライバー対策について

ア 事故者数の推移は

イ 安全装置の普及について

（４） 事故情報のＧＩＳ化ができないのか

※ＧＩＳ化とは、Geographic Information System の略で地理的位置を手

掛かりに、位置に関する情報を持ったデータを総合的に管理・加工し、視覚

的に表示することで、高度な分析や迅速な判断を可能にする技術です。
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※ 申し合わせ事項に留意する。

3

質 問 事 項

№ ３

高齢者にやさしい外出支援を

要

旨

本市においても高齢化が進む中、高齢者の外出機会の確保は、健康寿命の

延伸や孤立防止、地域の活性化に寄与する重要な施策です。市は、令和７年

４月に高齢者に対して外出支援についてのアンケート調査を行っています。

結果、高齢者が外出を楽しめる仕組み、外出したいと思うきっかけづくりを

工夫する必要があると答弁をもらいました。誰一人取り残すことがない持続

可能なまちづくり、高齢者にやさしいまちになるよう、シニアカーの補助に

ついてお伺いします。


